
対馬市市民協働(共働)推進指針策定

～対馬市における市民協働の流れ～～対馬市における市民協働の流れ～

○市民協働（共働）実施計画を策定し、アクションプランに基づき、毎年度事業計画の検討、
進捗状況管理

１．地域マネージャー制度（H２０～モデル地区導入、H21～本格導入）

２．かたらんね市長室、出前市長室
３．対馬市民ボランティアの活動支援 など

わがまち元気創出支援事業H19～

地域コミュニティの意識の形成・醸成、住民発意型まちづくりへの移行、ボランティア等の組織
化の促進を目的に実施

※市民特認事業については、公開審査会を開催し、一般市民で構成された審査員及び来場者
による審査会を実施

対馬市コミュニティ・ビジネス振興事業（20～）・新規ビジネス応援事業(21～）

H20.4

地域課題の解決や技術の継承・地域産業の発掘、対馬ならではの新商品開発など地域力を
高めるために必要と認められる起業を支援

H20～

市民基本条例の必要性､検討の進め方について資料２
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～国おける地域主権改革～～国おける地域主権改革～
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（仮称）対馬市市民基本条例（仮称）対馬市市民基本条例

○○条例○○条例 △△条例△△条例 ●●条例●●条例 ▲▲条例▲▲条例

理念
前 文 用語の意義
目 的

理念
前 文 用語の意義
目 的

原則
まちづくりの基本原則

原則
まちづくりの基本原則

権利・役割
市民の権利・役割・責務
議会の役割・責務
市長の役割・責務
職員の役割・責務

権利・役割
市民の権利・役割・責務
議会の役割・責務
市長の役割・責務
職員の役割・責務

制度・仕組み
情報公開 個人情報保護
行政手続 総合計画
財政運営 など
住民投票

制度・仕組み
情報公開 個人情報保護
行政手続 総合計画
財政運営 など
住民投票

市民基本条例のイメージ市民基本条例のイメージ

条例の標準的な構成条例の標準的な構成

平成２０年度に導入した地域マネジャー制度により市民協働に対する市民意識も着実に変化してきて
おり､今後､更に市民協働を推進し､「地域主権」を確立するためには､市民､行政､議会のそれぞれの役
割や責務を明確にするとともに､これまで以上に市民が市政に関わる､新たな仕組みづくりが必要

条例の位置づけ条例の位置づけ
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検討委員会
市 民 議 会

市

委員会へ参画

啓発活動（広報・CATV・
HP）
委員会傍聴募集
市民アンケート調査
地域での意見交換会
パブリックコメント

検討状況報告・提言書提出 検討状況報告・条例を議会へ
上程

議 決

委員会へ参画
ワーキングによる調査研究

（仮称）対馬市市民基本条例検討体制（仮称）対馬市市民基本条例検討体制
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(仮称)市民基本条例検討委員会の設置（第１回会議 ８月５日開催）(仮称)市民基本条例検討委員会の設置（第１回会議 ８月５日開催）

提言（最終報告）
とりまとめ

提言（最終報告）
とりまとめ

市長へ提言書
（最終報告）提出

市長へ提言書
（最終報告）提出

１．広報・CATVでの啓発活動
２．委員会の傍聴募集
３．市民アンケート調査
４．地域との意見交換
５．パブリックコメント
６．条例名称募集

１．広報・CATVでの啓発活動
２．委員会の傍聴募集
３．市民アンケート調査
４．地域との意見交換
５．パブリックコメント
６．条例名称募集

議会へ上程議会へ上程議 決議 決

市民基本条例の制定市民基本条例の制定 条 例 施 行条 例 施 行

H22.6末H22.6末

H23.9H23.9

H23.12H23.12

H24.4H24.4

委員会８回予定

H22年度 ５回
H23年度 ３回

議会へ最終報告議会へ最終報告

市及び議会へ随時
状況報告

市及び議会へ随時
状況報告

（仮称）対馬市市民基本条例検討ｽｹｼﾞｭｰﾙ（仮称）対馬市市民基本条例検討ｽｹｼﾞｭｰﾙ
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ワーキング部会の役割ワーキング部会の役割

（仮称）対馬市市民基本条例検討委員会設置要綱
（ワーキング部会）

第７条 委員会は､条例案の作成に必要な調査、研究及び検討を効率的に行うため、必要にじてワーキ
ング部会を置くことができる
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